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水
道
事
業
は
、「
安
全・安
心
」で
お

い
し
い
水
を
、「
安
定
的
」に
供
給
す
る

こ
と
を
最
大
の
使
命
と
し
て
、建
設
改

良
事
業
に
よ
り
、水
道
施
設
の
耐
震
化

や
更
新
等
を
順
次
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
ま
た
業
務
面
で
は
、水
道
料
金
等
に

関
す
る
業
務
を
民
間
の
専
門
業
者
に
委

託
し
、民
間
事
業
者
の
有
す
る
技
術
や

能
力
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、可
能
な
限
り
経
費
を
削
減
し
、徴

収
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
現
年
の
水
道
料
金
の
収
納

率
は
99・50
％
で
昨
年
度
と
同
様
に
収

納
率
が
安
定
し
て
お
り
、水
道
使
用
者

間
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、今
後

も
民
間
活
力
を
活
用
し
、市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
効
果
的・効
率
的
な
水
道

事
業
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
10
月
水
道
法
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
、水
道
施
設
の
計
画
的
な
更

新
の
ほ
か
、財
政
基
盤
の
強
化
が
求
め

ら
れ
、水
道
料
金
に
つ
い
て
、健
全
な
経

営
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
正
妥

当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明

記
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
た

施
設
の
耐
震
化
や
耐
用
年
数
を
超
過

し
た
施
設
更
新
等
に
多
額
の
費
用
が

必
要
で
あ
る
た
め
、水
道
料
金
収
入
や

企
業
債
の
発
行
な
ど
で
、当
面
の
事
業

の
財
源
確
保
を
行
い
、経
営
基
盤
の
強

化・改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、健
全
な
経
営
体
制
を
整
え

な
が
ら
、水
道
料
金
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
検
証
し
つ
つ
、将
来
に
わ
た
り
安
心

で
安
定
し
た
水
の
供
給
を
行
う
た
め
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
水
道
課

☎
22

｜

０
５
８
７

令和２年度

水道事業
業務の概況

地
方
公
営
企
業
法
第
40
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

令
和
２
年
度
阿
南
市
水
道
事
業
経
営
の
業
務
概
況
に

つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
令
和
３
年
11
月
１
日　
阿
南
市
長　
表
原　
立
磨

水
道
事
業
の
公
表
に
当
た
っ
て

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 135億805万円 固 定 負 債 57億3,941万円

（有形固定資産） 135億782万円 企 業 債 57億3,941万円

土 地 3億6,880万円 流 動 負 債 7億6,454万円

建 物 4億1,795万円 企 業 債 5億7,952万円

構 築 物 120億7,157万円 営 業 未 払 金 5,592万円

機 械 及 び 装 置 4億6,002万円 営 業 外 未 払 金 3,681万円

車両及び運搬具 118万円 そ の 他 未 払 金 5,036万円

工具器具及び備品 1,961万円 前 受 金 814万円

建 設 仮 勘 定 1億6,869万円 賞 与 引 当 金 等 1,183万円

（無形固定資産）　　　　 23万円 その他流動負債 2,196万円

電話施設利用権 23万円 繰 延 収 益 31億6,542万円

ソフトウェア使用権 0万円 長 期 前 受 金 31億6,542万円

流 動 資 産 22億2,849万円 資 本 金 34億2,123万円

現 金 預 金 19億5,455万円 資 本 金 34億2,123万円

営 業 未 収 金 2億1,427万円 剰 余 金 26億4,594万円

営 業 外 未 収 金 0万円 資 本 剰 余 金 6億4,493万円

そ の 他 未 収 金 981万円 利 益 剰 余 金 20億101万円

貸 倒 引 当 金 △320万円 負債・資本合 計 157億3,654万円

貯 蔵 品 3,749万円

前 払 金 1,557万円

資 産 合 計 157億3,654万円

給 水 戸 数 29,942（戸）
給 水 人 口 67,438（人）
年 間 有 収 水 量 8,984,930（㎥）
一日平均有収水量 24,616（㎥）
一般 用有収 水量 7,891,395（㎥）
業務用有収 水量 1,065,437（㎥）
湯屋 用有収 水量 20,291（㎥）
その 他有収 水量 7,807（㎥）

収益
15億
5,456万円

費用
11億
4,658万円 給水収益

13億
5,571万円

加入金収益
2,579万円

その他　1億7,306万円

純利益
4億798万円

原水及び浄水費　1億6,914万円

配水及び給水費　１億3,704万円

受託工事費　129万円

総係費
1億3,857万円

減価償却費
5億4,097万円

支払利息
1億2,485万円

その他　3,472万円

■貸借対照表 （税抜） ■業務概況

■収益と費用 （税抜）
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下水道使用料
41,144千円

雨水処理負担金
326,726千円

減価償却費
627,658千円

長期前受金戻入
291,683千円

ポンプ場費　42,989千円

その他　19,798千円

処理場費
58,874千円

総係費
18,437千円

収益
743,719
千円

費用
844,053
千円

支払利息　76,297千円

　他会計補助金
83,632千円

その他　534千円

　

阿
南
市
の
公
共
下
水
道
事
業

は
、衛
生
的
な
生
活
環
境
へ
の
改

善
、雨
水
排
除
に
よ
る
浸
水
の
防

除
お
よ
び
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
を
目
的
と
し
、平
成
11
年
度
に

富
岡
地
区
と
し
て
事
業
認
可
を
受

け
、第
1
期
計
画
区
域（
80・8 

ha
）

に
お
い
て
事
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
当
年
度
末
に
お
け
る
処
理
区
域

内
人
口
は
2
4
6
2
人
、下
水
道

接
続
人
口
は
１
４
２
６
人
、下
水
道

接
続
率
は
57・9
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、令
和
2
年
4
月
1
日

か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部

（
財
務
規
則
）を
適
用
し
、公
営
企

業
会
計
移
行
後
は
じ
め
て
の
決
算

と
な
り
ま
す
。（
数
値
は
令
和
3
年

3
月
31
日
現
在
）

問
い
合
わ
せ　
下
水
道
課

☎
22

｜

１
７
９
６

地
方
公
営
企
業
法
第
40
条
の
2
の
規
定

に
よ
り
、令
和
2
年
度
阿
南
市
公
共
下

水
道
事
業
経
営
の
業
務
概
況
に
つ
い
て

公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　

��

令
和
３
年
11
月
１
日

�　
　
　
　

�

阿
南
市
長　
表
原　
立
磨

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 8,596,415千円 固 定 負 債 3,867,455千円

土 地 663,895千円 企 業 債 3,867,455千円

建 物 202,571千円 流 動 負 債 282,990千円

構 築 物 5,912,437千円 企 業 債 256,173千円

機 械 及 び 装 置 874,858千円 未 払 金 等 20,863千円

車 両 運 搬 具 96千円 賞与引当金等 5,954千円

工具器具及び備品 856千円 繰 延 収 益 3,702,262千円

建 設 仮 勘 定 838,758千円 長 期 前 受 金 3,702,262千円

投資その他の資産　　　　102,944千円 資 本 金 533,479千円

流 動 資 産 39,090千円 資 本 金 533,479千円

現 金 預 金 24,940千円 剰 余 金 249,319千円

未 収 金 等 14,150千円 資 本 剰 余 金 349,653千円

資 産 合 計 8,635,505千円 利 益 剰 余 金 △100,334千円

負債・資本合計 8,635,505千円

■貸借対照表 （税抜）

■収益と費用 （税抜）

項　　　　目 農地利用最適化推進委員

募 集 人 数、地 区 １人（羽ノ浦地区）

主 な 業 務 担当地区において農業委員と連携し、担い手への農地の集積・集約化、遊休農地の発生防止・
解消、新規参入の促進など、地域に密着した現場活動を行います。

任 用 期 間 委嘱の日～令和６年６月18日

報 酬 月 額 19,500円

募 集 期 間 11月15日㈪～12月13日㈪　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）※郵送の場合は締切日必着

推 薦・応 募 方 法

「個人」もしくは「法人および団体」からの推薦、または自らの応募による。
所定の募集用紙に必要事項を記入の上、農業委員会事務局へ提出してください。（郵送も可）
募集要項・募集用紙は、農業委員会事務局・各支所・各住民センターに備え付けているほか、
市ホームページからもダウンロードできます。
※詳しくは、募集要項をご覧ください。

農地利用最適化推進委員を再募集します

問い合わせ　農業委員会事務局　☎22ー3790

令
和
２
年
度

下
水
道
事
業

業
務
の
概
況
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スポーツ総合センター（温水プール） 1・8・15・22・29日
那賀川スポーツセンター 4・10・17・24日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・15・22・29日
県南部健康運動公園 2・9・16・24・30日

スポーツ施設　11月の休館日あぶない！ こんなに事故が

交通事故
件　　数
死　　者
負 傷 者

145 件
0 人
４人

（1,570）
（3）
（129）

救　　急 件　　数
搬送人員

293 件
276 人

（2,427）
（2,278）

火　　災 件　　数 ２件（25）
●阿南署管内令和３年 9 月分。カッコ内は 1 月からの累計。

日時　　11月20日㈯��14：00開演
場所　　文化会館　ホワイエ
出演者　富の會代表�成川美佐さん
　　　　ゲスト奏者　中村晶子さん　
　　��　　　　　������（三味線）
曲目　　�祇園精舎　琵琶百物語より

「竜の夢」ほか
入場料　�小学生以上�500円、
　　　　仲良しチケット（2人以上）おひとり400円
定員　　70人（先着順）要事前予約
申込方法　�ホームページより
　　　　　お申し込みください。

日時　　12月12日㈰　13：30開演
場所　　夢ホール（文化会館）
入場料　無料
出演
　第1部　「明日へのことば講演会」
　　講師　浜内千波
　　　　　（料理研究家、海陽町出身）
　　司会　安藤佳祐
　　　　　（NHK徳島放送局アナウンサー）
　第2部　アンカーを囲むつどい
　　アンカー　中村　宏、桜井洋子

申込方法　郵便往復はがきにて申し込んでください。
　「往信用裏面」　�郵便番号、住所、氏名、電話番号、観覧

希望人数（2人まで）
　「返信用表面」　郵便番号、住所、氏名
　※�返信用裏面は白紙のままお送りください、シールや修
正液等もご遠慮ください。

　宛先　〒770‐8544　NHK徳島放送局
　　　　「ラジオ深夜便のつどい」係
申込締切日　11月19日㈮（必着）
　※�応募多数の場合は抽選の上、当選の方には入場整理
券（1枚で2人入場可）を、落選の方には落選通知を11
月26日㈮頃発送します。

　※�1歳以上のお子さまから人数に含みます。
放�送　�令和4年1月28日㈮23：05～29日㈯5：00
　　　〈NHK�ラジオ第1/国際放送〉
　　　令和4年1月29日㈯1：05～5：00〈NHK�FM〉

問い合わせ　文化会館「ホワイエコンサート」係
☎23ー5599

問い合わせ
NHK徳島放送局　☎088ー626ー5970

NHK徳島放送局ホームページ
https：//www.nhk.or.jp/tokushima

文化会館　☎21ー0808　　文化振興課　☎22ー1798

夢ホール　ホワイエコンサート　
Vol.35　成川美佐

「ラジオ深夜便のつどい」
公開収録の観覧者募集

問い合わせ　情報文化センター　☎44ー5000

古典戯曲を題材とした大人の演劇鑑賞会です。

日時　　11月20日㈯　19：00開演
　　　　　　 21日㈰　14：00開演
場所　　コスモホール（情報文化センター）
入場料　  全席自由、
　　　　 前売・当日共に一般3,000円、
　　　　25歳以下 2,000円（年齢の証明書が必要）
　　　　※ 高校生以下は無料。当日、証明書をご提示の

上、ホール窓口でチケットをお渡しします。
チケット販売場所
　　　　 情報文化センター、文化会館、徳島新聞社事業

部（各販売店で取次ぎ）、平惣（阿南センター店、
羽ノ浦店、小松島店、徳島店）

サラダボール公演
マクベス　DIALOGUE

予約用2次元コード




